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第３回定例会特集 

（９月12日～10月４日） 

大内久美子県議 

「
放
射
能
へ
の
感
受
性
が
高
い
子
ど

も
の
健
康
を
守
る
と
り
く
み
に
本
腰

を
」
―
大
内
久
美
子
県
議
は
９
月

20
日
の
一
般
質
問
で
県
の
姿
勢
を

た
だ
し
ま
し
た
。
 

期
普
及
、
内
部
被
ば
く
に
た
い
す
る

健
康
調
査
を
求
め
ま
し
た
。
橋
本
知

事
は
「
市
町
村
に
除
染
方
法
な
ど
技

術
的
支
援
を
し
て
い
く
」
と
答
え
ま

し
た
。
 

 
東
海
第
２
原
発
は
、
震
災
で
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
が
損
傷
し
、
定
期
検
査
の

期
間
が
延
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
大
内
県
議
は
、
老
朽
化
し
た
原
発

は
、
圧
力
容
器
の
鋼
鉄
が
劣
化
し
、

緊
急
時
に
急
に
冷
や
す
こ
と
で
原
子

炉
が
壊
れ
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
と

指
摘
。
世
界
の
原
発
が
平
均
22
年

で
廃
炉
に
し
て
い
る
と
き
、
東
海
第

２
原
発
は
33
年
経
過
し
て
お
り
、

廃
炉
の
決
断
こ
そ
必
要
と
た
だ
し
ま

し
た
。
橋
本
知
事
は
「
県
原
子
力
安

全
委
員
会
、
県
原
子
力
審
議
会
の
意

見
を
踏
ま
え
、
県
議
会
や
地
元
自
治

体
と
協
議
し
な
が
ら
判
断
す
る
」
と

答
え
ま
し
た
。
 

放射能除染の徹底を各省に要請する大内県議

（中央）と塩川衆院議員（左）、県内市町村

議員ら（10月12日、衆院第２議員会館） 

 
大
内
県
議
は
、
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
、
通
学
路
、
公
園
な
ど
子
ど

も
が
近
づ
く
場
所
、
「
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
」
に
な
り
や
す
い
場
所
を
集

中
的
に
調
査
し
、
必
要
な
除
染
措
置

を
お
こ
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
食
品
検
査
の
た
め
の
「
簡
易
測

定
器
」
の
全
市
町
村
、
学
校
へ
の
早

 
震
災
に
よ
る
本
県
の
住
宅
被
害

は
、
被
災
県
で
は
最
も
多
い
18
万

棟
以
上
に
及
び
ま
す
。
 

 
大
内
県
議
は
一
般
質
問
で
、
被

災
住
宅
へ
の
支
援
の
拡
充
を
国
に

求
め
、
被
災
住
宅
の
９
割
を
占
め

る
一
部
損
壊
に
た
い
し
、
県
独
自

の
支
援
策
を
提
起
し
ま
し
た
。
 

橋
本
知
事
は
、
「
財
政
的
負
担
が

相
当
な
も
の
に
な
り
支
援
措
置
は
困

難
」
と
答
え
ま
し
た
。
 

  
福
島
県
な
ど
か
ら
２
５
０
０
人
以

上
が
県
内
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
大
内
県
議
は
、
家
賃
免
除
の

民
間
賃
貸
住
宅
借
り
上
げ
は
、
市
町

村
委
託
で
は
な
く
、
災
害
救
助
法
の

精
神
か
ら
県
の
責
任
で
速
や
か
に
実

施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
 

●住宅被害 
全壊……… 2,872棟 

半壊………20,377棟 

一部損壊 

  …… 160,697棟 

床上浸水… 1,590棟 

床下浸水…… 724棟 

  （10月７日現在） 

 
公
立
学
校
で
は
全
体
の
95
％

に
あ
た
る
８
７
３
校
で
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
復
旧
状
況
は
小

中
学
校
43
％
、
高
校
21
％
で

す
。
大
内
県
議
は
、
港
湾
復
旧

に
１
８
１
億
円
投
入
す
る
一

方
、
学
校
復
旧
に
は
47
億
円

で
、
港
湾
の
４
分
の
１
と
指

摘
。
「
公
共
事
業
で
最
優
先
に

す
べ
き
は
学
校
の
復
旧
・
耐
震

化
」
と
強
調
し
、
遅
れ
て
い
る

学
校
耐
震
化
へ
の
県
独
自
の
支

援
策
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
 

 
国
保
税
が
高
く
払
え
な
い
世
帯
が

６
月
時
点
で
22
・
８
％
と
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
滞
納
を
理
由
に
し

た
保
険
証
取
り
上
げ
や
強
権
的
な
取

り
立
て
が
横
行
し
、
本
県
の
差
し
押

さ
え
件
数
は
全
国
１
と
い
う
状
況
で

す
（
２
０
０
９
年
）
。
 

 
大
内
県
議
は
「
減
免
制
度
の
活
用

こ
そ
行
政
の
仕
事
で
は
な
い
か
」
と

の
べ
、
国
保
税
の
減
免
、
窓
口
自
己

負
担
の
免
除
制
度
の
拡
充
を
提
起
。

市
町
村
国
保
を
支
援
す
る
県
独
自
の

補
助
復
活
を
改
め
て
求
め
ま
し
た
。
 

 
６
月
改
定
の
介
護
保
険
法
は
、
新

た
な
給
付
抑
制
策
を
盛
り
込
む
な
ど

関
係
者
に
不
安
を
広
げ
て
い
ま
す
。
 

 
大
内
県
議
は
①
保
険
料
値
上
げ
を

や
め
、
低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
制

度
を
つ
く
る
、
②
軽
度
の
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
、
③
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
―
―
の
３
点
を

提
起
。
根
本
保
健
福
祉
部
長
は
「
今

年
度
終
了
の
介
護
処
遇
改
善
事
業
が

来
年
度
以
降
も
講
じ
ら
れ
る
よ
う
国

に
要
望
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 



2011年10月   大内くみ子県議の県政報告      （２） 

 
県
営
住
宅
の
４
割
以
上
は
30

年
を
経
過
し
老
朽
化
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。
大
内
県
議
は
「
県

民
が
求
め
て
い
る
の
は
安
価
で

良
質
な
住
み
よ
い
公
営
住
宅
の

建
設
」
と
の
べ
、
市
街
地
の
便

利
な
場
所
へ
の
新
築
、
老
朽
化

し
た
住
宅
の
建
て
替
え
計
画
、

既
存
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

提
起
し
ま
し
た
。
 

 
後
藤
土
木
部
長
は
「
現
在
の
１

万
３
千
戸
の
戸
数
は
維
持
し
て
い

く
。
新
築
、
建
て
替
え
を
計
画
的

に
整
備
し
て
い
く
」
「
手
す
り
の

設
置
、
階
段
・
段
差
の
解
消
、
廊

下
幅
の
確
保
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
ひ
き
つ
づ
き
推
進
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。
 

 
ホ
テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
を
建
設
す
る
大
工
町
再

開
発
。
総
事
業
費
１
２
１
億
円
の

う
ち
国
、
県
、
市
の
補
助
対
象
は

44
億
円
で
す
。
 

 
大
内
県
議
は
「
業
務
ビ
ル
の
テ

ナ
ン
ト
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
の
着

工
は
異
常
」
と
批
判
。
再
開
発
ビ

ル
の
運
営
が
破
た
ん
し
た
場
合
、

公
費
負
担
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

と
指
摘
し
、
再
開
発
組
合
に
事
業

中
止
を
求
め
、
県
の
補
助
は
や
め

る
よ
う
提
起
し
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
予
算
特
別
委
員
会
で
、
給

水
実
績
が
１
９
９
５
年
か
ら
ほ
と
ん
ど
横

ば
い
か
減
少
傾
向
に
あ
り
、
県
の
予
測
と

も
大
き
く
か
け
離
れ
（パ
ネ
ル
１
）、
今
後

の
増
加
も
見
込
め
な
い
と
の
べ
、
「
八
ッ

場
ダ
ム
や
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
な
ど
、
過
大

な
予
測
に
よ
る
水
源
開
発
は
必
要
な
い
」

と
迫
り
ま
し
た
。
 

 
県
の
長
期
水
需
給
計
画
（
２
０
０
７

年
）
で
は
、
県
自
ら
が
日
量
47
万
ト
ン

余
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
人
口
１
０

０
万
人
分
以
上
に
相
当
し
ま
す
。
自
然
流

や
地
下
水
利
用
を
含
め
る
と
１
８
０
万
人

分
の
「
水
余
り
」
状
況
で
す
。
 

 
大
内
県
議
は
本
県
の
水
源
は
十
分
確
保

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。
既
存
水
利
権
と
認

❋実績は「茨城県の水道」より。予測は「茨城

県長期水需給計画」（2007年３月）より 

パネルを使い質問する大内久美子県議               

（９月３０日、予算特別委員会） 

給水実績 
(09年度上水道） 

 

 981,059 

地下水 

既存水利権 
 285,025 

 852,610 

保有水合計 1,137,635 

八 ッ 場 ダ ム、

霞ヶ浦導水事業

など 

新規水利権 

        

     

39,440 

可
地
下
水
の
保
有
水
は
、
１
日
最
大
給
水
量

の
１
・
１
４
倍
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
（パ
ネ
ル
２
）。
さ
ら
に
、
八
ッ
場
ダ
ム

や
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
な
ど
を
や
め
れ
ば
、
建

設
負
担
金
が
な
く
な
り
、
水
道
料
金
の
大
幅

値
下
げ
が
で
き
る
と
強
調
し
、
水
源
開
発
か

ら
の
撤
退
を
求
め
ま
し
た
。
 

 
橋
本
知
事
は
「
現
段
階
で
は
改
定
は
し
な

い
。
今
後
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
検
証
な
ど
み
な

が
ら
考
え
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。
 

給食のメニューが載った「給食だよ

り」が毎月発行されています。 

 
県
教
育
委
員
会
は
県
立

定
時
制
・
通
信
制
高
校
の

自
校
方
式
の
給
食
を
、
外

部
委
託
の
宅
配
弁
当
に
す

る
計
画
で
す
。
 

 
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
な
ど
は

「
社
会
的
に
恵
ま
れ
な
い

生
徒
が
多
く
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
温
か
い
食
事
を

提
供
し
、
食
文
化
を
実
感

で
き
る
す
ば
ら
し
い
教
育

の
機
会
」
と
存
続
を
要

望
。
今
議
会
に
は
栄
養
士

や
教
職
員
な
ど
か
ら
請
願

書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
「
学
校
給
食
に
関

す
る
法
律
、
食
育
の
理
念
か
ら
も

存
続
す
べ
き
」
と
強
調
。
「
わ
ず

か
な
経
費
を
削
る
た
め
に
切
実
な

声
を
踏
み
に
じ
り
、
強
行
し
て
い

い
の
か
」
と
の
べ
、
教
育
長
に
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。
 

 
給
食
の
存
続
を
求
め
る
請
願
の

採
択
を
主
張
し
た
の
は
日
本
共
産

党
だ
け
で
し
た
。 

 
県
議
会
改
革
等
調
査
検
討
会
議

の
答
申
が
ま
と
ま
り
、
予
算
特
別

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
、
休
会
日
で
委
員
会
を
開
催
し

な
い
日
に
は
費
用
弁
償
を
支
給
し

な
い
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

 
大
内
県
議
は
休
会
日
の
費
用
弁

償
を
一
貫
し
て
受
け
取
ら
ず
、
廃

止
を
要
求
。
ネ
ッ
ト
中
継
の
実
現

も
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
 


